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なぜ彼はここまで進化することができ
たのか?ベストセラー『イチロー思
考』の児玉光雄教授が、田中将大の思
考を解き明かします。

人気のグラノーラをフライパンで！ オート
ミールだけで作る基本のレシピから、具
材の足し方、フレイバーを加えた目的別レ
シピも充実しています。

小林　暁子／監
児玉　光雄／著

児
童
書

今月のおすすめ新着本

絵本の中に夢や希望、感動を感じること
ができれば、生きていく力になるはずで
す。よい絵本を読み聞かせして育てた子
どもは、必ずよい子に育ちます。

浜島　代志子／著

『絵本があればだいじょうぶ！』

一
般
書

『フライパンで作る美腸グラノーラ』『田中将大から学ぶ
  負けない「気持ち」の創り方』

ダーウィンの生いたちや数々の発見をはじ
め、進化に関する楽しい知識をたくさん紹
介。ダーウィン以降、進化説がどのように発
展していったかも紹介します。

ねこのパレオは、“へんしんサナギ”に入
り、ちっちゃな“むしねこ”に変身。友だち
を探しに出かけると、クモに出会います。
パレオはクモと友だちになれるでしょうか？

村上　しいこ／著 ロバート・ウィンストン／著

物語からキャラクターがいなくなったら、そ
のお話はどうなってしまうのでしょう？ 物
語から主人公が逃げ出したら、ひみつの図
書館にご連絡を。

神代　明／著

『ひみつの図書館!
     人魚姫からのSOS!?』

『目で見る進化 ダーウィンからDNAまで』『へんしんねこパレオ』

県
郡
西
側
の
大
き
な
広
い
浦
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
大
浦
と
呼
ぶ

よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
土
地
の
人
は
古
く

は
略
し
て
「
於
保
」
と
称
し
て

い
た
と
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
上
対
馬
町
鰐
浦
】

　『
津
島
記
事
』に
よ
る
と
、
古

く
は
和
珥
津
と
呼
ん
で
お
り
、

あ
る
い
は
鰐
乃
津
と
呼
ん
で
い

た
と
も
あ
り
ま
す
。「
鰐
」と
は

古
く
は
船
の
異
名
、
ま
た
は
水

師（
船
頭
）の
あ
だ
名
を
指
し
て

い
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　『
日
本
書
紀
』の
神
功
紀
に
は
、

こ
の
場
所
か
ら
神
功
皇
后
が
船

を
出
し
た
と
い
う
記
述
が
あ
り
、

古
く
か
ら
朝
鮮
半
島
へ
渡
海
す

る
際
の
拠
点
で
あ
っ
た
姿
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。

【
上
対
馬
町
豊
】

　『
津
島
記
事
』に
よ
る
と
、
豊

崎
郷
の
崎
を
略
し
て
、「
豊
」
と

称
し
て
い
た
と
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

「
豊
」
と
は
、
神
功
皇
后
が
新

羅
征
伐
か
ら
帰
国
し
た
際
に
、

こ
の
地
に
矛
七
柄
剣
八
枚
を
納

め
て
、
吾
国
が
豊
か
な
ら
ん
こ

と
を
祝
し
た
こ
と
か
ら
、「
豊
」

の
字
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た

と
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
上
対
馬
町
泉
】

　『
津
島
記
事
』に
よ
る
と
、
古

く
は
胡
葫
里
（
志
古
利
）
と
呼

ん
で
お
り
、
古
文
書
に
も
清
凝

と
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　「
泉
」と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
由
来
に
つ
い
て
は
、
舌
崎

の
北
に
白
水
浜
が
あ
り
、
そ
こ

の
岩
の
間
か
ら
経
に
白
水
が
流

れ
出
て
い
る
た
め
に
、
白
水
の

字
を
縮
め
て
「
泉
」
の
字
を
当

て
た
と
も
伝
え
て
い
ま
す
。
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日 月 火 水 木 金 土

7月の休館日 休館日●夏休みの課題図書を展示しています  
　（長崎県読書感想文・西日本読書感想画・青少年読書感想文全国コンクール）
　夏休みは貸出が集中しますので早めにご覧ください。
●図書館カードの更新  
　図書館カードは１年に１回、更新手続きが必要です。期限間近の方は
　図書館までお越しください。（住所が確認できるものが必要です）

　
今
号
か
ら
は
、
各
地
の
大
字

名
の
由
来
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

て
い
き
ま
す
。

【
上
対
馬
町
河
内
】

　『
津
島
記
事
』に
よ
る
と
、
元

々
は
「
今
村
」
と
称
し
て
い
て
、

そ
の
後
「
中
河
内
」
、
さ
ら
に

「
河
内
」
と
名
称
が
変
わ
っ
た

と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
元
々
の
「
今
村
」
は
、
新
し

く
開
墾
さ
れ
た
場
所
と
い
う
意

味
で
、
大
浦
村
か
ら
独
立
し
た

「
今
村
」
と
い
う
意
味
で
し
た
。

そ
の
後
、「
山
の
谷
間
の
平
坦
地

に
河
の
水
が
流
れ
出
る
場
所
」

と
い
う
、
こ
の
地
の
形
状
か
ら

河
内
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
上
対
馬
町
大
浦
】

　『
津
島
記
事
』に
よ
る
と
、
元

々
は
竹
室
津
と
呼
ば
れ
る
防
衛

の
拠
点
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
後
、
こ
の
地
が
上

対
馬
各
地
の
地
名

               （
大
字
編
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鰐　浦


